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の
経
費
と
し
て
災
害
対
策
事
業
１

１
６
７
万
７
０
０
０
円
、
感
染
症

対
策
の
休
業
措
置
に
よ
り
夏
季
休

業
期
間
が
短
縮
し
た
た
め
、
教
室

等
の
熱
中
症
対
策
の
空
調
設
備
の

整
備
経
費
と
し
て
小
学
校
費
・
中

学
校
費
の
学
校
施
設
整
備
事
業
２

０
０
６
万
１
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計

は
３
３
９
１
万
７
０
０
０
円
の
増

額
と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入

は
繰
入
金
を
増
額
し
て
措
置
し
、

こ
れ
に
よ
り
予
算
現
額
は
２
６
３

億
１
０
２
３
万
９
０
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

承
認
（
全
員
賛
成
）

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）
は
、
桜
山
６
丁
目

内
の
倒
木
等
の
恐
れ
の
あ
る
高
木

の
伐
採
等
の
経
費
と
し
て
緑
地
維

持
管
理
事
業
７
４
２
万
５
０
０
０

円
、
倒
木
、
落
石
の
危
険
性
の
あ

る
緑
地
法
面
防
護
工
事
等
の
経
費

と
し
て
緑
地
安
全
対
策
事
業
２
６

１
４
万
２
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
し
、
歳
出
の
合
計
は
３
３
５

６
万
７
０
０
０
円
の
増
額
と
な

り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
繰
越

金
及
び
市
債
を
増
額
し
て
措
置
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
現

額
は
２
６
３
億
４
３
８
０
万
６
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

国
庫
支
出
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金

及
び
市
債
を
増
額
し
て
措
置
す
る

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
現
額

は
２
６
２
億
７
６
３
２
万
２
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

承
認
（
全
員
賛
成
）

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）
は
、
災
害
対
策
事

業
及
び
学
校
施
設
整
備
事
業
等
に

つ
い
て
、
予
算
措
置
に
緊
急
を
要

し
専
決
処
分
を
行
っ
た
た
め
、
議

会
の
承
認
を
求
め
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
等
の
感
染
症
予
防
の
た
め
、

避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
等
の
体

育
館
に
大
型
扇
風
機
等
を
設
置
し

避
難
所
設
備
の
充
実
を
図
る
た
め

費
・
中
学
校
費
の
学
校
保
健
事
業

２
５
０
０
万
円
を
増
額
し
、
感
染

症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
負

担
の
増
加
や
収
入
の
減
少
な
ど
大

き
な
困
難
が
心
身
等
に
生
じ
て
い

る
子
育
て
と
仕
事
を
一
人
で
担
う

低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援

す
る
た
め
、
臨
時
特
別
給
付
金
の

支
給
に
要
す
る
経
費
と
し
て
ひ
と

り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
支
給

事
業
２
９
６
２
万
２
０
０
０
円
を

計
上
、
崩
落
の
恐
れ
が
あ
る
池
子

３
丁
目
地
内
の
緑
地
法
面
の
防
護

工
事
経
費
と
し
て
緑
地
安
全
対
策

事
業
１
５
６
６
万
６
０
０
０
円
を

増
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計
は

９
０
３
３
万
７
０
０
０
円
の
増
額

と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は

議
案
の
審
議
結
果

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

承
認
（
全
員
賛
成
）

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
は
、
学
校
保
健
事

業
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
支
給
事
業
及
び
緑
地
安
全
対

策
事
業
等
に
つ
い
て
、
予
算
措
置

に
緊
急
を
要
し
専
決
処
分
を
行
っ

た
た
め
、
議
会
の
承
認
を
求
め
た

も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
小
中

学
校
の
教
育
活
動
再
開
等
に
際
し

て
、
密
閉
・
密
集
・
密
接
を
回
避

し
、
児
童
生
徒
、
教
職
員
等
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

等
に
要
す
る
経
費
と
し
て
小
学
校

新型コロナウイルス感染症対策関連
一般会計補正予算など16議案を可決

第３回定例会（９月３日～30日）

　

令
和
２
年
市
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
３０
日
ま
で
の
２₈
日
間
の
会
期
で
開
会
し
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
み
ど
り
基
金
条
例
の
一
部
改
正
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
、
手
数
料
条

例
の
一
部
改
正
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
係
予
算
を
主
な
内
容
と
す
る
令
和

２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
３
特
別
会
計
並
び
に
下
水

道
事
業
会
計
の
決
算
の
認
定
な
ど
市
長
提
出
の
１６
議
案
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

の
諮
問
２
件
、
陳
情
６
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
１６
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
・
可

決
・
認
定
し
、
諮
問
２
件
は
異
議
な
い
旨
答
申
、
陳
情
４
件
を
了
承
、
２
件
を
不
了
承
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
２₈
日
、
２９
日
、
３０
日
の
３
日
間
、
市
政
一
般
に
つ
い
て
１３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
閉
会
中
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
２
件
を
不
了
承
、
議
員
発
議
に
よ

る
意
見
書
案
５
件
、
決
議
案
１
件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
概
要
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▼
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
及
び
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る

た
め
、
感
染
症
防
疫
作
業
手
当
の

運
用
の
特
例
を
定
め
る
に
当
た

り
、
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
み
ど
り
基
金
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
…
原
案
可
決
（
全
員

賛
成
）

　

市
民
の
安
全
を
最
優
先
に
緑
地

の
保
全
を
図
り
、
緑
地
の
質
を
高

め
て
い
く
た
め
、
市
が
所
有
す
る

緑
地
の
管
理
伐
採
を
行
う
に
当
た

り
、
み
ど
り
基
金
の
処
分
に
関
す

る
規
定
に
つ
い
て
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
固
定
資

産
所
有
者
の
申
告
に
つ
い
て
規
定

す
る
に
当
た
り
、
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
よ
る
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド

の
廃
止
等
に
伴
い
、
改
正
の
必
要

が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。

▼
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）…
原
案
可
決(

全

員
賛
成)

　

今
回
の
補
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
予
算
化
に
伴
う
財

源
調
整
に
よ
り
、
み
ん
な
で
乗
り

越
え
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
基
金
積
立
金
１
億
７
１

５
１
万
９
０
０
０
円
を
増
額
し
、

市
内
の
消
費
活
性
化
と
市
民
生
活

の
下
支
え
を
目
的
に
、
市
内
店
舗

で
使
用
で
き
る
、
ず
し
応
援
券
給

付
事
業
１
億
４
６
７
１
万
１
０
０

０
円
、
ず
し
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
１
億
２
０
２
７

万
９
０
０
０
円
、
初
期
症
状
が
似

て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
同
時

流
行
を
回
避
す
る
た
め
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部

助
成
経
費
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
助
成
事
業
２
４
８

２
万
円
及
び
児
童
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
助
成
事
業
１
４
９

６
万
２
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計

上
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計
は
７

億
５
９
７
１
万
２
０
０
０
円
の
増

額
と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入

は
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
繰

入
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
及
び
市

債
を
増
額
し
て
措
置
す
る
も
の
で

こ
れ
に
よ
り
予
算
現
額
は
２
７
１

億
３
５
１
万
８
０
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

▼
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）…
原
案
可
決(

全

員
賛
成)

　

今
回
の
補
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
医
療
提
供
体

制
を
維
持
す
る
た
め
に
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
抑
制
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

６５
歳
以
上
の
方
な
ど
の
定
期
接
種

対
象
者
が
自
己
負
担
な
し
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
事
業
を
神
奈
川
県
が
実
施
す

る
こ
と
に
伴
い
、
成
人
等
保
健
事

業
３
８
８
７
万
３
０
０
０
円
を
増

額
し
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
県

支
出
金
及
び
繰
入
金
を
増
額
し
て

措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

予
算
現
額
は
２
７
１
億
４
２
３
９

万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

人
事
案
件

▼
情
報
公
開
審
査
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て
…
同
意
（
全
員
賛
成
）

　

氏
名　

大
関　

亮
子
氏[

新
任]

　

任
期　

３
年

▼
個
人
情
報
保
護
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て
…
同
意
（
全
員
賛
成
）

　

氏
名　

大
関　

亮
子
氏[

新
任]

　

任
期　

３
年

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
…
異
議
な
い
旨
答
申
（
全
員

賛
成
）

　

氏
名　

大
久
保
尚
哉
氏[

再
任]

　

任
期　

３
年

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
…
異
議
な
い
旨
答
申
（
全
員

賛
成
）

　

氏
名　

中
西　

佳
子
氏[

新
任]

　

任
期　

３
年

市議会第3回定例会日程概要

8月31日 議会運営委員会（議事日程等協議）

9月 3日 本会議（第１日）会期を９月３０日までの２₈日
間と決定、一部議案の採決、議案等委員会付託

4日 教育民生常任委員会（議案・陳情の審査・採決）

7日 総務常任委員会（議案・陳情の審査・採決）

8日 本会議（第２日）決算特別委員会設置、同委
員選任、同委員会に決算議案付託

決算特別委員会（正副委員長の互選等）

議会運営委員会（追加案件協議）

9日 決算特別委員会（所管別審査）

10日 決算特別委員会（全般審査）

11日 決算特別委員会（全般審査)

15日 決算特別委員会（総括結論）

16日 基地対策特別委員会（調査）

17日 総合的病院に関する特別委員会（陳情の審査・
採決）

25日 議会運営委員会（追加案件協議）

28日 本会議（第３日）議案の委員長報告・採決、
追加議案の採決、陳情審査の結果報告、総合
的病院に関する特別委員会の解散、一般質問

29日 本会議（第４日）一般質問

30日 本会議（第５日）一般質問、追加議案の採決、
意見書案・決議案の採決

議会運営委員会（追加案件協議）
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レ
イ
ン
ボ
ー
逗
子
代
表　

内
田

か
ず
こ
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
も

の
で
、
国
に
対
し
て
、
国
勢
調
査

に
お
い
て
、
長
く
エ
ラ
ー
扱
い
、

あ
る
い
は
他
の
親
族
と
の
同
居
世

帯
と
し
て
集
計
さ
れ
て
き
た
同
居

同
性
カ
ッ
プ
ル
を
実
態
ど
お
り
に

集
計
し
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
世
帯
数

と
し
て
発
表
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
審
査
案
件
中

結
論
が
出
た
陳
情

　

閉
会
中
継
続
審
査
に
な
っ
て
い

た
次
の
陳
情
は
、
今
定
例
会
で
審

査
の
結
果
、
不
了
承
と
な
り
ま
し

た
。

総
合
的
病
院
に
関
す
る
特
別
委
員
会

▼
市
民
が
望
む
総
合
的
病
院
の
実

現
に
関
す
る
陳
情
…
不
了
承

(

賛
成
な
し)

▼
総
合
的
病
院
・
市
民
が
真
に
必

要
と
す
る
医
療
を
求
め
る
陳
情

…
不
了
承(

賛
成
な
し)

※
総
合
的
病
院
に
関
す
る
特
別
委

員
会
は
、
令
和
２
年
第
３
回
定
例

会
、
９
月
２₈
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

▼「
別
居
、
離
婚
後
の
面
会
交
流

に
つ
い
て
の
法
整
備
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
」
に
関
す
る
陳

情

　

佐
藤
創
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た

も
の
で
、
国
に
対
し
て
、
子
供
た

ち
の
健
や
か
な
る
心
の
成
長
を
数

多
く
の
目
で
見
守
る
た
め
、
別
居
、

離
婚
後
の
面
会
交
流
に
つ
い
て
具

体
的
な
根
拠
と
指
標
を
設
け
、
頻

繁
で
継
続
的
な
面
会
交
流
の
法
整

備
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る

よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

な
し
で
不
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

▼
婚
外
子
差
別
撤
廃
の
た
め
の
戸

籍
法
改
正
を
国
に
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

　

な
く
そ
う
戸
籍
と
婚
外
子
差

別
・
交
流
会　

田
中
須
美
子
さ
ん

外
１
名
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の

で
、
国
に
対
し
て
、
婚
外
子
差
別

撤
廃
の
た
め
の
戸
籍
法
改
正
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
切

望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
国
勢
調
査
で
の
同
性
カ
ッ
プ
ル

の
取
扱
い
に
関
す
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情

す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
総
合
的
病
院
に

関
す
る
特
別
委
員
会
に
付
託
。
審

査
の
結
果
、
賛
成
な
し
で
不
了
承

と
な
り
ま
し
た
。

▼
令
和
３
年
度
に
お
け
る
「
重
度

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
継

続
」
に
つ
い
て
の
陳
情

　

逗
葉
腎
友
会
会
長　

江
崎
順
一

さ
ん
外
１
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た

も
の
で
、
令
和
３
年
度
予
算
策
定

に
際
し
、
重
度
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
に
つ
い
て
、
透
析
者
、
障

が
い
者
が
負
担
な
く
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
令
和
３
年
度
に
お
け
る
透
析
治

療
へ
の
通
院
困
難
者
に
対
す
る

「
通
院
支
援
」
の
継
続
に
つ
い

て
の
陳
情

　

逗
葉
腎
友
会
会
長　

江
崎
順
一

さ
ん
外
１
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た

も
の
で
、
令
和
３
年
度
予
算
策
定

に
際
し
、
透
析
治
療
へ
の
通
院
困

難
者
対
策
と
し
て
、
通
院
支
援
の

助
成
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

象
と
し
た
実
質
赤
字
比
率
及
び
全

会
計
を
対
象
と
し
た
連
結
実
質
赤

字
比
率
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
実

質
公
債
費
比
率
は
５
・
９
％
と
早

期
健
全
化
基
準
の
２５
・
０
％
を
下

回
り
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て

は
４０
・
３
％
と
早
期
健
全
化
基
準

の
３
５
０
・
０
％
を
下
回
っ
て
い

る
と
い
う
も
の
で
す
。

▼
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
営

企
業（
下
水
道
事
業
会
計
）の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委
員

の
意
見
を
付
し
て
報
告
さ
れ
た
も

の
で
、
令
和
元
年
度
決
算
に
お
け

る
下
水
道
事
業
会
計
は
、
資
金
不

足
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果

▼
総
合
的
病
院
誘
致
計
画
廃
止
に

関
す
る
陳
情

　

医
療
法
人
社
団
則
天
会
理
事
長

田
宮
秀
次
郎
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ

た
も
の
で
、
住
民
投
票
制
度
を
活

用
し
て
総
合
的
病
院
誘
致
計
画
廃

止
の
賛
否
を
問
う
決
議
を
す
る
こ

と
を
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で

報
告
事
項

▼
株
式
会
社
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

　

株
式
会
社
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
の
第
２９
期
事
業
年
度
（
平
成
３１

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３
月

３１
日
ま
で
）
事
業
報
告
及
び
第
３０

期
事
業
年
度
（
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
３
年
３
月
３１
日
ま

で
）
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
報
告

さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

(

損
害
賠
償
の
額
の
決
定)

　

令
和
元
年
１１
月
１９
日
、
鎌
倉
市
七

里
ガ
浜
東
２
丁
目
に
お
い
て
、
市

公
用
車
が
駐
車
区
画
か
ら
退
出
す

る
た
め
後
進
し
た
際
に
、
停
車
中

の
車
両
に
接
触
し
破
損
さ
せ
た
も

の
で
、
損
害
賠
償
額
１
１
万
８
４

８
１
円
で
賠
償
の
相
手
方
と
示
談

が
成
立
し
た
た
め
、
専
決
処
分
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
、
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
監

査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
報
告
さ

れ
た
も
の
で
す
。
監
査
委
員
の
審

査
結
果
は
、
健
全
化
を
判
断
す
る

４
指
標
の
う
ち
、
一
般
会
計
を
対
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会　　　　　派　　　　　名 自民党逗子市議団 立憲クラブ 公明党 日本
共産党

市政
クラブ

真・無所
属の会

無
会
派

件　　　　　　　　　　　　名

付
託
委
員
会

議　　決　　結　　果

丸
山
治
章

佐
藤
恵
子

眞
下
政
次

八
木
野
太
郎

菊
池
俊
一

中
西
直
美

加
藤
秀
子

髙
谷
清
彦

田
幡
智
子

田
中
英
一
郎

岩
室
年
治

橋
爪
明
子

匂
坂
祐
二

髙
野
　
毅

飯
山
圭
一

松
本
　
寛

根
本
祥
子

市長提出議案等
専決処分の承認について［令和 2 年度逗子市一般会計補正予
算（第 4 号）］ ― 承認 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分の承認について［令和 2 年度逗子市一般会計補正予
算（第 5 号）］ ― 承認 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分の承認について［令和 2 年度逗子市一般会計補正予
算（第 6 号）］ ― 承認 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

逗子市職員の特殊勤務手当に関する条例及び逗子市会計年
度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正に
ついて

総 可決 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

逗子市みどり基金条例の一部改正について 総 可決 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

逗子市市税条例の一部改正について 総 可決 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

逗子市手数料条例の一部改正について ― 可決 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 2 年度逗子市一般会計補正予算（第 7 号） 総
教 可決 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度逗子市一般会計歳入歳出決算の認定について 決 認定 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度逗子市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 決 認定 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度逗子市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決
算の認定について 決 認定 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度逗子市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 決 認定 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度逗子市下水道事業会計決算の認定について 決 認定 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和 2 年度逗子市一般会計補正予算（第 8 号） ― 可決 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

情報公開審査委員の委嘱について ― 同意 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

個人情報保護委員の委嘱について ― 同意 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員の推薦について（大久保  尚哉氏） ― 異議ない
旨答申 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員の推薦について（中西　佳子氏） ― 異議ない
旨答申 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出意見書案等

婚外子差別撤廃のための戸籍法改正を求める意見書 ― 可決 ＊ × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国勢調査での同性カップルの取扱いに関する意見書 ― 可決 ＊ × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

性犯罪に関する刑法規定の見直しを求める意見書 ― 可決 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

少人数学級の実現を求める意見書 ― 可決 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 ― 可決 ＊ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

真・無所属の会（松本寛議員・飯山圭一議員）議員の報酬差押
えの早期解決と猛省を求める決議 ― 可決 ＊ × × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇 除 除 〇

※　付託委員会：総…総務常任委員会　　教…教育民生常任委員会　　決…決算特別委員会　　－…委員会付託を省略
※　 賛否状況：○…賛成　　×…反対　　除…除斥（地方自治法第117条の規定により、自己に関する議事には参加できない。）
　　＊丸山議長は、採決に加わらない。
※　日本共産党：日本共産党逗子市議会議員団の略

第 3回定例会の議案等の賛否状況一覧
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▼
令
和
元
年
度
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
…
認
定
可
決(

全
員

賛
成)

▼
令
和
元
年
度
下
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
…
認
定

可
決(

全
員
賛
成)

決
算
特
別
委
員
会

　

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
は
、

９
月
９
日
か
ら
１１
日
ま
で
の
３
日

間
、
総
務
、
教
育
民
生
の
各
常
任

委
員
会
の
所
管
別
審
査
及
び
全
般

審
査
を
行
い
、
１５
日
の
総
括
結
論

で
は
、
市
長
ほ
か
関
係
職
員
の
出

席
を
求
め
、
各
委
員
か
ら
審
査
過

程
で
生
じ
た
事
項
に
つ
い
て
、
活

発
な
質
疑
や
指
摘
、
提
案
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
審
議
結
果

　

９
月
８
日
の
本
会
議(

第
２
日)

に
お
い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
委
員
の
選
任
を
行
い
、

令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
国
民

健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
、
介
護
保
険
事
業
の
３
特

別
会
計
に
係
る
歳
入
歳
出
決
算
議

案
計
４
件
並
び
に
下
水
道
事
業
会

計
決
算
議
案
を
付
託
し
、
特
別
委

員
会
の
審
査
後
、
９
月
２₈
日
の
本

会
議(

第
３
日)

に
お
い
て
、
全
会

計
の
決
算
議
案
を
認
定
可
決
し
ま

し
た
。

▼
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
…
認

定
可
決
（
全
員
賛
成
）

▼
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
…
認
定
可
決

(

全
員
賛
成)

▼
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
…
認
定
可
決

（
全
員
賛
成
）

令和元年度決算総括表 （単位：円）

区　分

会計別

決　　　　算　　　　額

歳　　　　入 歳　　　　出 収支差引額

一 般 会 計 20,012,009,782 18,666,663,844 1,345,345,938

特別
会計

国 民 健 康
保 険 事 業 6,178,220,233 6,158,436,087 19,784,146

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 1,251,601,290 1,212,874,092 38,727,198

介 護 保 険 事 業 6,604,184,026 6,241,804,167 362,379,859

計 14,034,005,549 13,613,114,346 420,891,203

合 計 34,046,015,331 32,279,778,190 1,766,237,141

企業
会計 下 水 道 事 業 2,324,069,645 2,725,515,280 △401,445,635
【備考】各特別会計の市負担分（法定、任意を含む）は、一般会計から繰出金として支出され、各特別会計では歳入と
して計上されています。これを市全体でみた場合、繰出金分が重複計上されていることが分かります。令和元年度の
場合、重複する繰出金は、1,698,485,903円であり、全会計の純歳入額は、32,347,529,428円となります。また、企業会
計の収支差引不足額は、引継金等で補填しました。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
３
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定

財 務 比 率 の 推 移
年度別

区分 元 30 29 備　　　　　　　　　　　　　考

実質収支比率（%） 10.5 9.0 6.8
実質収支の黒字・赤字は財政運営状況を判断するポイントで、この比率
は標準財政規模に対するその割合をいう。一般的に3～5％程度が望ま
しいと考えられている。

経常収支比率（%） 97.1 92.5 97.7
財政の弾力性を示す指標で、経常一般財源に対する経常的経費の割合を
いう。この比率が高いほど経常余剰財源が少なく、財政の硬直化が進ん
でいることを示している。

公債費比率（%） 8.5 8.2 9.4 公債費の一般財源に占める割合をいう。一般的には10％以内が望ましい
と考えられている。

財政力指数 0.866 0.871 0.871 財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た過
去3年間の平均値。この数値が高いほど財源に余裕があることを示す。
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次
年
度
に
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、
昨
年
度
実

績
数
に
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
捉

え
て
い
る
。

問　

放
置
自
転
車
等
対
策
事
業
に

つ
い
て
、
最
も
支
出
が
多
か
っ
た

平
成
２₈
年
度
決
算
と
比
べ
、
約
６

３
１
万
円
の
削
減
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
一
部
の
マ
ナ
ー
違
反
の

た
め
に
毎
年
、
多
額
の
税
金
を
投

入
し
て
い
る
。
費
用
対
効
果
を
検

証
し
、
更
な
る
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　

事
業
費
を
抑
制
し
つ
つ
も
、

事
業
効
果
を
な
る
べ
く
減
じ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
事
業
を
進
め
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
交
通
環

境
の
改
善
の
効
果
は
図
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

は
高
齢
者
が
多
く
、
何
度
も
市
役

所
に
行
く
の
は
不
便
で
あ
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
国
の
趣
旨
に
沿
う

よ
う
事
業
を
展
開
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
差
が
出
て
し
ま
っ
た
。

問　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
食
事
提
供

事
業
は
、
約
２
４
５
万
円
の
赤
字

で
あ
る
。
特
定
財
源
の
雑
入
は
売

上
げ
で
あ
り
、
材
料
費
が
売
上
げ

の
₈０
％
に
あ
た
る
が
、
赤
字
の
改

善
は
難
し
い
の
か
。

答　

こ
の
事
業
は
、
障
が
い
者
の

就
労
支
援
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の

場
で
あ
る
。
支
出
を
削
減
し
、
赤

字
を
解
消
す
る
こ
と
は
、
現
状
、

考
え
て
い
な
い
。
材
料
に
つ
い
て

は
、
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
、

国
産
の
も
の
で
、
限
ら
れ
た
数
の

仕
入
れ
と
な
る
た
め
、
こ
の
よ
う

な
単
価
に
な
っ
た
。

問　

耐
震
改
修
工
事
等
の
補
助
は

１０
件
分
の
予
算
に
対
し
、
１
件
の

実
施
で
あ
っ
た
。
こ
の
補
助
は
平

成
３０
年
度
に
財
政
対
策
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
た
め
休
止
と
な
っ
た
が
、
１

度
、
補
助
が
な
く
な
っ
た
た
め
、

事
業
が
復
活
し
た
こ
と
が
伝
わ
り

き
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

事
業
復
活
の
周
知
に
努
め
た

つ
も
り
で
は
あ
っ
た
が
、
ご
指
摘

の
と
お
り
、
１
年
間
休
止
し
た
影

響
は
大
き
か
っ
た
。
ま
た
流
れ
と

し
て
、
ま
ず
耐
震
診
断
を
行
い
、

い
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

答　

喫
食
率
自
体
の
低
下
に
つ
い

て
、
事
実
と
し
て
厳
粛
に
受
け
止

め
て
い
る
。
試
食
会
等
で
の
生
徒

や
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

分
析
か
ら
、
入
学
前
の
中
学
校
給

食
に
対
す
る
懸
念
を
払
拭
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
途
中

で
給
食
を
や
め
た
生
徒
の
追
跡
調

査
を
行
い
、
分
析
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

事
業
に
つ
い
て
、
子
育
て
世
帯
の

購
入
が
６０
％
以
上
で
あ
る
の
に
、

非
課
税
世
帯
の
申
請
率
は
３１
％
で

あ
っ
た
。
当
事
業
は
全
額
国
庫
補

助
で
実
施
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ

の
執
行
率
の
差
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

非
課
税
世
帯
は
、
引
換
券
の

前
に
申
請
を
行
う
手
続
き
が
必
要

で
あ
り
、
手
間
が
省
略
で
き
る
よ

う
あ
ら
か
じ
め
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
載
し
、
返
信
用
封
筒
も
用

意
す
る
な
ど
利
便
性
を
図
っ
た
が

普
及
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
ま

た
、
５
回
に
分
け
て
購
入
で
き
る

方
式
を
と
っ
た
が
、
非
課
税
世
帯

決
算
特
別
委
員

（
総
務
所
管
担
当
）

　
　

田
幡　

智
子
委
員

　
　

橋
爪　

明
子
委
員

　
　

松
本　
　

寛
委
員

　
　

菊
池　

俊
一
委
員

（
教
育
民
生
所
管
担
当
）

　
　

田
中
英
一
郎
委
員

　
　

中
西　

直
美
委
員

　
　

髙
野　
　

毅
委
員

　
　

佐
藤　

恵
子
委
員　
　

　

９
月
８
日
、
正
副
委
員
長
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　

菊
池　

俊
一
委
員
長

　
　

髙
野　
　

毅
副
委
員
長

特
別
委
員
会

の
主
な
質
疑

問　

中
学
校
給
食
運
営
事
業
に
つ

い
て
、
事
業
開
始
の
平
成
２６
年
度

は
、
₈０
・
４６
％
と
い
う
高
い
喫
食
率

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
下
降
し

昨
年
度
は
６６
・
４
％
で
あ
っ
た
。
教

育
委
員
会
と
し
て
、
喫
食
率
向
上

の
た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
は
い
る
が
、
結
果
に
結
び
つ

決
算
特
別
委
員
会
で
審
査

市 債 の 状 況 （単位：円）

区分
会計別

平成30年度末
借入残高(A)

令和元年度
借入額

令和元年度
元金償還額

令和元年度末
借入残額(B)

借入残額増減
（BーA)

一 般 会 計 19,162,197,863 968,691,000 1,797,715,341 18,333,173,522 △829,024,341

　令和元年度末の市債借入残高は、183億3317万3522円で、前年度末に比較して、8億2902万4341円減少した。

声の議会報のご案内
　視覚に障がいのある方のために、声
の議会報として「ずし市議会だより」
のCDを用意しています。
　お気軽にご利用ください。
　ご希望の方は、議会事務局へ。

内線405
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一
般
質
問
の
要
旨

昨
年
、
５
４
４

５
件
の
事
故
が

発
生
し
て
い

る
。
更
に
自
転

車
事
故
を
減
少

さ
せ
る
た
め
、

警
察
と
連
携

し
、
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
両
面
か

ら
対
策
を
強
化
す
べ
き
で
な

い
か
。

市
長　

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
難
し
い
が
、
例
年
、
市

交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
自

転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

を
、
市
内
の
公
立
小
学
校
等

で
自
転
車
教
室
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
、
警
察
等
と
も

連
携
し
、
様
々
な
機
会
を
通

じ
、
自
転
車
の
利
用
者
に
交

通
安
全
の
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
安
全
有
効
な
手
段
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
逗
子
海
岸
、

ご
み
処
理
政
策
、
公
共
施
設

の
維
持
管
理
と
延
命
化
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

と
す
る
、
補
正
予
算
が
議
決

さ
れ
た
。
今
後
、
土
地
所
有

者
に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け

を
行
い
、
安
全
対
策
を
推
進

し
て
い
く
の
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
は
工
事
費

の
２
分
の
１
以
内
、
₈０
万
円

を
上
限
と
し
て
い
た
が
、
２

分
の
１
以
内
、
上
限
２
０
０

万
円
に
改
正
し
た
。
所
有
者

に
限
度
額
の
拡
充
に
つ
い
て

ご
理
解
い
た
だ
き
、
安
全
対

策
を
促
し
て
い
く
。

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
対
策
で

自
転
車
事
故
を
防
止

問　

神
奈
川
県
内
の
自
転
車

の
交
通
事
故
件
数
は
こ
こ
数

年
、
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

民
間
事
業
者
と
連
携
し

買
物
弱
者
を
サ
ポ
ー
ト

問　

高
齢
化
率
の
増
加
に
伴

い
、
移
動
手
段
の
確
保
を
望

む
声
は
年
々
広
が
り
、
更
に

加
速
す
る
高
齢
社
会
を
見
据

え
、
新
た
な
視
点
で
移
動
手

段
の
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
公
共
交

通
機
関
の
事
業
を
妨
げ
な
い

範
囲
で
、
移
動
手
段
の
確
保

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

地
域
に
よ
っ
て
、
事

業
者
の
協
力
に
よ
り
買
物
支

援
バ
ス
が
運
行
し
、
小
売
店

等
で
も
購
入
し
た
金
額
に
応

じ
、
商
品
の
配
送
を
行
う
サ

ー
ビ
ス
が
あ
る
。
既
存
の
公

共
交
通
機
関
を
考
慮
し
、
自

治
会
町
内
会
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
実
現
可
能
か
研
究

を
深
め
て
い
き
た
い
。

崖
地
対
策
の
強
化
で

地
域
の
安
全
を
確
保

問　

今
定
例
会
で
、
危
険
性

の
高
い
民
有
地
の
崖
地
対
策

の
助
成
制
度
の
拡
充
を
内
容

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
充
実
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ
　
髙
野
　
毅
　
議
員

の
か
。

市
長　

避
難
所
に
な
る
小
中

学
校
、
体
育
館
の
大
き
な
フ

ロ
ア
の
ほ
か
、
特
別
教
室
、

会
議
室
等
を
用
意
し
、
体
調

不
良
の
方
々
な
ど
の
避
難
場

所
と
し
て
使
用
す
る
。

経
営
企
画
部
長　

ペ
ッ
ト
は

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等
か
ら
、

昇
降
口
等
で
ゲ
ー
ジ
に
入
れ

対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
乳
幼
児
健
診

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

経
済
は
落
ち
込
み
、
生
活
に

困
窮
す
る
市
民
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。
現
状
と
就
学

援
助
を
含
め
た
、
今
後
の
支

援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

現
在
、
失
業
者
や
収

入
減
少
世
帯
が
大
幅
に
増

え
、
緊
急
小
口
資
金
、
総
合

支
援
資
金
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
利
用
な
ど
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
相
当
数
の
方
が
相

談
に
来
て
い
る
。
今
後
も
増

加
が
見
込
ま
れ
、
社
協
の
自

立
相
談
支
援
機
関
を
通
じ
、

対
象
者
の
方
が
早
期
に
自
立

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

教
育
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
収
入
が
急
変
し
た
世

帯
も
就
学
援
助
の
対
象
と
な

り
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

避
難
所
の
策
定
を

問　

災
害
時
の
避
難
所
に
お

い
て
、
感
染
予
防
上
、
体
調

不
良
者
以
外
に
、
子
供
や
ペ

ッ
ト
と
一
緒
の
方
に
も
別
室

を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

急
い
で
策
定
を
！

問　

秋
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
、

子
供
た
ち
の
学
習
は
待
っ
た

な
し
で
あ
る
。
前
定
例
会
で

多
く
の
議
員
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
を
進
め
る
方
策
に
つ

い
て
要
望
が
出
さ
れ
た
が
、

進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

教
育
長　

現
在
、
国
の
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
構
想
実
現

に
向
け
、
各
学
校
で
校
内
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
工
事
を
行

い
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も
来

年
１
月
末
、
整
備
予
定
で
あ

る
。
一
方
、
再
び
臨
時
休
業

に
な
っ
た
際
の
学
習
保
障
や

子
供
た
ち
の
様
子
を
把
握
す

る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
授
業
動

画
配
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な

ど
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

困
っ
て
い
る
市
民
に

届
け
て
経
済
支
援
制
度

問　

消
費
税
増
税
と
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
更
に

秋
冬
の
感
染
拡
大
を
想
定
し

し
っ
か
り
と
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

立
憲
ク
ラ
ブ
　
中
西
　
直
美
　
議
員

土
砂
崩
れ
発
生　
ロ
ー
ド
オ
ア
シ
ス

飼
い
主
と
一
緒
な
ら
安
心
！
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一
般
質
問
の
要
旨

未
来
に
向
け
て
広
域
連
携

の
取
り
組
み
を
加
速
せ
よ

問　

本
市
の
行
政
課
題
は
、

全
国
の
自
治
体
で
も
共
通
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
少

子
高
齢
化
、
医
療
や
介
護
、

地
場
産
業
の
育
成
等
、
様
々

な
行
政
課
題
に
つ
い
て
、
広

域
自
治
体
で
取
り
組
む
考
え

は
あ
る
か
。

市
長　

高
齢
化
、
人
口
減
少

が
進
み
、
行
政
需
要
も
多
様

化
す
る
中
、
限
り
あ
る
行
政

資
源
を
有
効
活
用
し
、
効
果

的
・
効
率
的
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
上
で
、
近
隣

の
自
治
体
と
連
携
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
行
政
が
単

独
で
、
あ
る
い
は
広
域
連
携

に
よ
り
行
う
べ
き
も
の
と
を

見
極
め
、
市
民
に
最
適
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

考
え
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク

普
及
と
移
住
促
進
、
小
坪
海

浜
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

下
流
域
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
実

施
し
て
い
る
。
県
が
管
理
す

る
区
間
で
あ
っ
て
も
、
住
民

か
ら
の
要
望
等
を
受
け
止
め

県
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
連

携
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

民
有
緑
地
の
台
風
被
害

市
の
積
極
的
な
対
応
を

問　

今
年
実
施
し
た
、
の
り

面
緊
急
点
検
の
結
果
を
受
け

防
災
工
事
助
成
の
拡
充
を
本

定
例
会
で
可
決
す
る
な
ど
、

民
有
崖
地
の
対
応
は
さ
れ
た

が
、
民
有
緑
地
に
つ
い
て
は

積
極
的
な
対
応
が
み
ら
れ
な

い
。
昨
年
の
台
風
に
よ
る
倒

木
は
放
置
さ
れ
、
隣
地
の
市

民
は
不
安
な
日
々
を
過
ご
し

た
。
行
政
と
し
て
何
ら
か
の

対
応
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

民
有
地
は
土
地
の
所

有
者
の
責
任
に
よ
り
管
理
す

る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
基

本
的
に
市
は
介
入
で
き
な

い
。
適
切
に
手
入
れ
を
行
う

よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

田
越
川
の
氾
濫
を
防
げ

問　

昨
年
、
台
風
に
よ
り
田

越
川
下
流
地
域
で
河
川
能
力

を
超
え
る
雨
量
が
予
想
さ
れ

た
。
市
管
理
の
田
越
川
の
中

原
橋
か
ら
上
流
は
ほ
ぼ
改
修

が
完
了
し
た
が
、
神
奈
川
県

の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
に

よ
る
と
、
中
原
橋
下
流
で
河

川
の
氾
濫
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

現
在
、
神
奈
川
県
は

治
水
対
策
と
し
て
、
令
和
６

年
度
ま
で
の
計
画
で
下
田
橋

付
近
の
護
岸
工
事
や
田
越
川

日
常
に
な
っ
た
異
常
気
象

想
定
外
で
は
済
ま
さ
れ
な
い

公
明
党
　
田
中
　
英
一
郎
　
議
員

得
て
、
空
き
家
予
防
の
対
策

と
併
せ
て
協
働
で
進
め
て
い

く
考
え
は
あ
る
か
。

環
境
都
市
部
長　

空
き
家
対

策
に
、
地
域
住
民
と
の
連
携

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
昨

年
度
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
自
治

会
で
空
き
家
対
策
の
担
い
手

強
化
連
携
モ
デ
ル
事
業
を
行

っ
た
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
み

な
が
ら
、
今
年
度
も
セ
ミ
ナ

ー
や
個
別
相
談
会
を
開
催
し

空
き
家
予
防
及
び
利
活
用
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

※
こ
の
他
に
、
景
観
を
守
り

災
害
を
防
ぐ
た
め
の
ナ
ラ
枯

れ
対
策
、
災
害
時
の
避
難
、

今
夏
の
海
水
浴

場
不
設
置
に
よ

る
逗
子
海
岸
の

総
括
、
孤
立
し

な
い
た
め
の
高

齢
者
の
活
動
に

つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し

た
。

市
民
協
働
部
長　

ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
商
工
会
と
連
携

し
、
産
品
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
電
子
感
謝
券
な
ど
、
力

を
入
れ
て
き
た
。
今
後
も
登

録
事
業
者
へ
の
魅
力
あ
る
返

礼
品
の
新
規
開
発
や
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
の
支
援
、
電
子

感
謝
券
な
ど
の
返
礼
品
の
新

た
な
事
業
者
の
追
加
な
ど
、

更
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

コ
ロ
ナ
禍
を
人
口
増
加
の

チ
ャ
ン
ス
に

問　

空
き
家
を
利
用
し
た
人

口
増
加
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
の
協
力
を

財
政
が
ひ
っ
迫
し
な
い

よ
う
に
準
備
が
必
要
!!

問　

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
財
政
調
整
基
金
を
取

り
崩
し
、
更
に
税
収
は
減
少

し
て
い
く
。
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
、
地
震
、
津
波
の
対

策
費
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
備
え
て
い
く
の
か
。

市
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
費
用
は
、
国
の
交
付

金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
必

要
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
り
、
財
政
調
整
基
金

の
積
み
増
し
を
着
実
に
進
め

な
が
ら
、
安
定
的
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

税
を
流
出
さ
せ
な
い

ふ
る
さ
と
納
税
対
策
を

問　

他
自
治
体
の
魅
力
あ
る

農
海
産
物
な
ど
の
特
典
に
よ

り
、
本
市
の
税
が
流
出
し
て

し
ま
っ
て
い
る
。
今
後
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

社
会
を
乗
り
切
る
準
備
が
必
要

自
民
党
逗
子
市
議
団
　
佐
藤
　
恵
子
　
議
員

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
で
も
安
心
・
安
全
な

行
財
政

台
風
時
の
田
越
川
（
水
位
上
昇
）
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一
般
質
問
の
要
旨

悪
質
な
者
に
は
、
退
場
も
視

野
に
入
れ
検
討
し
て
い
く
。

逗
子
小
教
室
に
壁
を
！

児
童
が
集
中
で
き
な
い

問　

逗
子
小
学
校
の
壁
の
な

い
教
室
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、

既
に
認
識
し
て
い
る
と
思
う

が
、
児
童
た
ち
の
教
育
環
境

を
考
え
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
収
束
後
、
直
ち
に
教
室

の
壁
を
設
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
長　

遮
音
性
と
熱
効
率

は
改
善
の
余
地
が
あ
り
、
試

行
的
に
一
部
の
教
室
に
壁
を

設
置
す
る
な
ど
、
学
校
や
保

護
者
の
声
を
十
分
に
聞
き
、

検
討
を
続
け

て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他

に
、
市
道
、

移
住
促
進
に

つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま

し
た
。

く
の
方
が
新
し
く
制
定
さ
れ

た
海
岸
条
例
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
た
だ
い
た
中
で
、

特
定
の
外
国
人
グ
ル
ー
プ
が

違
反
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い

た
よ
う
だ
。
こ
れ
は
、
逗
子

市
、
逗
子
市
民
、
日
本
人
を

愚
弄
す
る
行
為
で
、
決
し
て

許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
条

例
、
ル
ー
ル
違
反
を
繰
り
返

し
行
う
者
に
対
し
、
海
岸
か

ら
の
撤
去
等
厳
し
い
対
応
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

今
回
は
設
置
者
等
の

権
限
を
有
せ
ず
、
罰
則
の
な

い
お
願
い
だ
っ
た
が
、
ご
指

摘
の
よ
う
な
来
訪
者
に
対
し

て
は
粘
り
強
く
注
意
し
、
他

の
利
用
者
に
迷
惑
が
掛
か
る

総
合
的
病
院
の
誘
致

市
民
の
声
を
実
現
せ
よ

問　

医
療
法
人
社
団
葵
会
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
き
た
総

合
的
病
院
の
誘
致
に
つ
い
て

７
月
１５
日
、
断
念
す
る
こ
と

で
両
者
が
合
意
し
た
。
逗
子

市
に
と
っ
て
４
回
目
の
断
念

だ
が
、
多
く
の
市
民
は
総
合

的
病
院
の
実
現
を
心
か
ら

願
っ
て
い
る
。
本
市
に
総
合

的
病
院
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

市
長　

総
合
的
病
院
は
必
要

で
あ
る
。
ま
ず
は
市
民
、
医

師
会
、
行
政
の
３
者
で
の
話

合
い
を
重
ね
、
在
宅
医
療
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
中
、
未

来
に
向
け
て
の
本
市
の
地
域

医
療
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
状
況
を
み
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
会
合

は
開
催
し
て
い
き
た
い
。

夏
の
逗
子
海
岸

違
反
者
は
退
去
を
！

問　

今
夏
の
逗
子
海
岸
は
多

い
き
た
い
。

東
逗
子
駅
前
用
地
は

新
時
代
を
開
く
拠
点
に

問　

老
朽
化
が
進
み
、
コ
ロ

ナ
禍
で
生
活
困
窮
の
相
談
な

ど
、
多
く
の
方
が
来
て
い
る

福
祉
会
館
を
、
福
祉
活
動
の

拠
点
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
逗
子
駅

前
用
地
に
再
配
置
し
て
は
ど

う
か
。

経
営
企
画
部
長　

厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
今
後
多
く
の

施
設
が
更
新
時
期
を
迎
え
、

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
公

共
施
設
の
再
配
置
、
統
廃
合

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
東
逗

子
駅
前
は
大
変
交
通
の
便
が

よ
く
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
、

施
設
の
老
朽
化
、
相
談
も
多

い
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
、

福
祉
会
館
を
候
補
と
で
き
る

か
考
え
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
新
公
会
計
制

度
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

の
場
、
高
齢
者
の
健
康
維
持

の
場
で
あ
る
。
千
葉
大
学
の

調
査
研
究
に
よ
る
と
、
毎
日

湯
船
で
入
浴
し
て
い
る
人
は

３
年
後
に
要
介
護
に
な
る
リ

ス
ク
が
２９
％
低
い
、
と
い
う

結
果
が
出
て
い
る
。
お
風
呂

に
入
れ
な
い
、
自
宅
に
お
風

呂
が
な
い
方
の
た
め
に
入
浴

券
を
多
く
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

福
祉
部
長　

お
風
呂
の
大
切

さ
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。

福
祉
全
般
の
サ
ー
ビ
ス
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
進
め
て

母
親
を
支
え
寄
り
添
い

伴
走
で
き
る
産
後
ケ
ア

問　

産
後
ケ
ア
事
業
の
短
期

入
所
型
と
通
所
型
以
外
に
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
型
が
あ
る
が
、

そ
の
中
に
、
お
母
さ
ん
が
妊

娠
、
出
産
、
子
育
て
を
し
て

い
く
と
き
に
、
お
母
さ
ん
に

寄
り
添
い
サ
ポ
ー
ト
す
る
、

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
認
定
を
受

け
た
方
々
が
い
る
。
最
近
、

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
を
取
り
入
れ

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

産
後
ケ
ア
の
重

要
性
は
十
分
認
識
を
し
て
お

り
、
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ

や
近
隣
自
治
体
等
の
動
向
を

調
査
・
研
究
し
な
が
ら
、
ご

指
摘
の
事
業
を
含
め
内
容
を

検
討
し
て
い
く
。

入
浴
は
最
大
の
健
康
法

お
風
呂
な
い
人
に
配
慮
を

問　

市
内
唯
一
の
公
衆
浴
場

の
あ
づ
ま
湯
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
営
業
を
再
開
し
た
。
お

風
呂
は
高
齢
者
の
触
れ
合
い

総
合
的
病
院
は
絶
対
に
必
要
！

逗
子
へ
の
誘
致
を
諦
め
る
な

自
民
党
逗
子
市
議
団
　
菊
池
　
俊
一
　
議
員

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会　

つ
な
が
り

支
え
合
い
の
基
盤
を
作
ろ
う
！

公
明
党
　
田
幡
　
智
子
　
議
員

市
内
で
唯
一
の
銭
湯
あ
ず
ま
湯

海
岸
組
合
に
よ
る
海
上
パ
ト
ロ
ー
ル
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一
般
質
問
の
要
旨

整
備
を
い
か
に
進
め
る
の
か
。

経
営
企
画
部
担
当
部
長　

先

進
自
治
体
を
研
究
し
企
業
と

の
協
働
の
在
り
方
に
つ
い
て

市
の
方
針
を
整
理
し
た
い
。

危
機
か
ら
学
ぶ
「
災
害

対
策
基
金
」
の
不
可
欠

問　

昨
年
の
記
録
的
台
風
か

ら
、
災
害
対
策
基
金
１
億
円

を
昨
年
末
求
め
た
が
設
置
さ

れ
な
か
っ
た
。
遺
憾
な
が
ら

そ
の
後
の
崩
落
事
故
で
市
民

二
人
が
亡
く
な
り
２０
カ
所
の

崩
落
リ
ス
ク
が
報
告
さ
れ
た
。

市
は
コ
ロ
ナ
基
金
で
６
億
円

確
保
し
な
が
ら
自
然
災
害
へ

の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。
被
災

時
の
財
政
事
情
で
、
緊
急
対

応
に
支
障
が
生
じ
か
ね
な
い
。

市
長　

コ
ロ
ナ
は
未
曽
有
の

災
害
と
感
じ
財
政
調
整
基
金

の
半
分
を
基
金
に
充
て
た
。

災
害
対
策
基
金
の
設
置
よ
り

財
調
の
確
保
を
優
先
す
る
。

※
こ
の
他
に
池
子
の
森
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

力
取
崩
さ
な
い
」
が
早
く
も

不
履
行
と
な
る
中
、
同
方
針

第
１
項
「
歳
出
規
模
の
縮
小

と
経
常
的
な
歳
入
の
獲
得
」

と
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
縮
小

と
増
税
を
示
唆
す
る
も
の
か
。

市
長　

様
々
な
行
政
需
要
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
あ
る
程
度
取
捨

選
択
す
る
必
要
も
あ
る
。
同

方
針
第
６
項
「
企
業
誘
致
と

起
業
促
進
」
に
よ
り
市
民
税

や
固
定
資
産
税
増
収
へ
の
波

及
効
果
に
期
待
す
る
。

三
位
一
体
の
協
働
・

協
働
の
死
か
、
再
構
築
か

問　

確
か
に
財
政
危
機
の
根

本
的
解
決
と
は
歳
入
の
獲
得

に
他
な
ら
な
い
。
一
方
で
企

業
誘
致
へ
の
具
体
な
施
策
に

対
し
、
一
社
へ
の
便
宜
供
与

で
は
な
い
か
等
、
多
数
の
批

判
が
既
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

市
の
魅
力
の
最
大
化
と
経
済

的
課
題
を
「
市
・
市
民
・
企

業
」
で
解
決
す
る
三
位
一
体

の
協
働
の
制
度
確
立
と
法
令

危
機
か
ら
得
た
「
財
政

運
営
方
針
」
の
実
態

問　

市
は
平
成
２₈
年
度
財
政

危
機
を
脱
し
た
と
し
、
そ
の

反
省
か
ら
６
項
に
及
ぶ
「
財

政
運
営
方
針
」
を
作
成
し
た
。

し
か
し
令
和
２
年
度
予
算
に

て
議
員
報
酬
含
む
人
件
費
の

性
急
な
一
部
回
復
や
、
想
定

外
の
扶
助
費
増
大
に
よ
り
、

再
び
貯
金
（
財
政
調
整
基
金
）

か
ら
３
億
円
を
取
崩
し
、
来

年
度
に
至
り
貯
金
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

同
方
針
第
３
項
「
貯
金
を
極

は
た
し
て
財
政
危
機
を
脱
し
た
か
?!

そ
の
実
態
と
新
た
な
課
題

真
・
無
所
属
の
会
　
松
本
　
寛
　
議
員

の
税
目
等
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
検
討
さ
れ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

の
要
望
は
高
ま
っ
て
お
り
、

本
市
で
も
同
シ
ス
テ
ム
等
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
導
入
の

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
災
害
対
策
、

生
活
困
難
者
の
支
援
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
、
民
間
の
副
業

制
度
を
活
用
し
た
人
材
確

保
、
崖
崩
れ
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

平
成
３０
年
第
２
回

市
議
会
定
例
会
後
、
７
月
の

校
長
会
で
検
討
を
促
し
、
更

に
１０
月
の
校
長
会
で
、
文
部

科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
の

事
務
連
絡
「
児
童
・
生
徒
の

携
行
品
に
関
わ
る
配
慮
に
つ

い
て
」
の
趣
旨
を
説
明
、
携

行
品
の
重
さ
や
配
慮
に
つ
い

て
の
検
討
を
指
示
し
た
。
そ

の
後
、
各
学
校
に
お
い
て
職

員
会
議
等
で
周
知
確
認
を
行

い
、
対
応
に
至
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

役
所
の
納
税
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
る

問　

世
界
、
国
内
に
お
い
て

も
、
キ
ャ
ッ
シ
ャ
レ
ス
社
会

の
流
れ
は
不
可
避
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
が
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
の
推
進
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

総
務
部
長　

現
在
、
地
方
税

共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
（
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
）
が
あ
り
、
個
人

校
舎
、
体
育
館
は
築
₄₀
年

以
上
で
雨
漏
り
や
漏
電

問　

８
月
に
久
木
小
の
階
段

上
部
の
モ
ル
タ
ル
が
剝
が
れ

落
ち
、
以
前
、
沼
間
小
で
も

同
様
の
こ
と
が
起
き
た
。
校

舎
の
耐
震
補
強
は
さ
れ
た
が

大
規
模
な
点
検
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
公
共
施
設
再
配
備

と
は
別
に
長
寿
命
化
計
画
を

進
め
る
と
あ
る
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

教
育
部
長　

小
学
校
の
モ
ル

タ
ル
落
下
後
、
業
者
に
よ
る

点
検
・
調
査
を
実
施
し
、
今

月
中
に
調
査
結
果
が
提
出
さ

れ
る
。
学
校
施
設
の
長
寿
命

化
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
内
策
定
を
目
指
し
て
お

り
、
国
の
交
付
金
等
を
受
け

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

教
科
書
の
学
校
「
置
き
勉
」

認
め
ら
れ
る
！

問　

平
成
３０
年
に
、
文
部
科

学
省
が
学
校
に
教
科
書
を
置

く
「
置
き
勉
」
を
認
め
た
。

市
内
小
中
学
校
で
、
ど
の
よ

校
舎
老
朽
で
モ
ル
タ
ル
落
下
。

子
供
を
守
る
延
命
化
と
一
斉
点
検
を

立
憲
ク
ラ
ブ
　
髙
谷
　
清
彦
　
議
員

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
推
進
を
！

財政運営方針・財政危機の反省から
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一
般
質
問
の
要
旨

基
金
₉.₇
億
円
を
活
用
し

介
護
保
険
負
担
の
軽
減

問　

現
在
、
来
年
度
か
ら
３

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第

８
期
逗
子
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

必
要
な
給
付
費
の
見
込
み
、

介
護
保
険
料
な
ど
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
約
９
億

７
千
万
の
介
護
保
険
事
業
運

営
基
金
が
あ
り
、
可
能
な
限

り
基
金
を
活
用
し
て
、
保
険

料
の
軽
減
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

こ
の
基
金
は
、
介
護

保
険
条
例
で
保
険
給
付
等
に

充
当
す
る
も
の
と
さ
れ
、
次

期
計
画
の
介
護
保
険
料
は
、

推
計
値
、
実
績
値
を
精
査
し

た
上
で
給
付
額
を
算
定
し
、

適
正
な
保
険
料
と
な
る
よ
う

算
定
し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
福
祉
バ
ス
の

運
行
、
住
民
自
治
協
議
会
、

公
園
駐
車
場
の
有
料
化
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

以
降
休
館
と
な
っ
て
い
る
。

近
隣
市
町
で
は
感
染
予
防
を

徹
底
し
開
館
し
て
お
り
、
本

市
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
徹
底
の

上
、
開
館
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

市
長　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
は

１０
月
も
引
き
続
き
休
止
し
、

浴
場
を
含
め
１１
月
に
再
開
し

た
い
。
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
、
利
用
人

数
の
制
限
、
来
所
者
の
検
温

の
実
施
な
ど
を
行
い
、
サ
ー

ビ
ス
を
徐
々
に
拡
大
し
て
い

き
た
い
。

脱
炭
素
化
社
会
目
指
し

取
り
組
み
を
強
化
せ
よ

問　

近
年
の
異
常
気
象
の
背

景
に
地
球
温
暖
化
が
指
摘
さ

れ
、
世
界
規
模
で
気
温
上
昇

を
抑
え
る
た
め
脱
炭
素
化
の

取
り
組
み
が
急
速
に
広
が
っ

て
い
る
。
本
市
で
は
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ

き
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

削
減
に
努
め
て
い
る
が
、
気

候
非
常
事
態
宣
言
を
行
い
、

取
り
組
み
を
強
化
す
る
考
え

は
な
い
か
。

市
長　

宣
言
を
す
る
前
に
、

ま
ず
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
な
ど
の

啓
発
を
行
い
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
地
球
環
境
悪
化
に
対

す
る
危
機
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
く
。

感
染
症
対
策
を
徹
底
し

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
開
館

問　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
２
月
２₇
日

教
育
の
た
め
の
施
設
で
あ
る

の
で
、
そ
れ
以
外
の
も
の
の

設
置
は
し
た
く
な
い
と
い
う

の
が
、
今
時
点
で
の
考
え
方

で
あ
る
。

人
口
減
少
社
会
に
合
わ

せ
て
市
政
の
再
構
築
を

問　

我
が
国
最
大
の
国
難
は

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減

少
で
あ
る
。
政
府
の
第
３２
次

地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
に

人
口
減
少
に
よ
り
自
治
体
職

員
は
半
減
し
、
デ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
を
駆
使
し
た
Ａ
Ｉ
の
活

用
、
住
民
の
合
意
形
成
な
ど

職
務
の
再
構
築
と
な
る
べ
く

概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
で
は
課

題
解
決
に
至
ら
な
い
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
検

証
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

若
手
の
職
員
、
幹
部

と
な
っ
て
い
る
人
た
ち
に

と
っ
て
、
あ
る
べ
き
未
来
が

ど
う
な
の
か
を
考
え
る
、
大

変
す
ば
ら
し
い
提
案
で
あ
る
。

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

止
す
る
た
め
、
条
例
等
の
制

定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

環
境
都
市
部
長　

携
帯
電
話

の
基
地
局
設
置
は
、
国
の
通

信
事
業
の
下
で
電
波
法
に
基

づ
き
行
わ
れ
て
い
る
企
業
活

動
で
あ
り
、
そ
の
電
気
通
信

事
業
者
と
の
民
民
の
紛
争
に

行
政
と
し
て
は
介
入
す
べ
き

で
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。

教
育
施
設
に
携
帯
基
地
局

設
置
す
べ
き
で
な
い

問　

地
方
自
治
法
第
２
３
８

条
の
４
第
７
項
に
、
行
政
財

産
の
目
的
外
使
用
に
つ
い
て

用
途
又
は
目
的
を
妨
げ
な
い

限
度
に
お
い
て
使
用
で
き
る

旨
の
規
定
が
あ
る
が
、
行
き

過
ぎ
る
と
民
間
会
社
へ
の
利

益
供
与
に
な
り
か
ね
な
い
。

仮
に
教
育
施
設
に
基
地
局
設

置
の
話
が
あ
っ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

学
校
施
設
で
、

例
え
ば
防
災
備
蓄
倉
庫
等
の

目
的
外
使
用
許
可
を
行
っ
て

い
る
が
、
基
本
的
に
は
学
校

携
帯
基
地
局
は
住
民
紛
争

未
然
防
止
の
政
策
を

問　

次
世
代
通
信
シ
ス
テ
ム

と
さ
れ
る
５
Ｇ
は
期
待
で
き

る
成
長
分
野
で
あ
る
が
、
既

に
４
Ｇ
に
よ
る
電
磁
波
過
敏

症
や
健
康
被
害
に
よ
る
基
地

局
操
業
差
し
止
め
を
求
め
る

訴
訟
が
各
地
で
起
き
て
い
る
。

基
地
局
へ
の
対
応
は
自
治
体

に
よ
っ
て
異
な
り
、
近
隣
住

民
へ
の
計
画
内
容
の
説
明
、

事
業
計
画
の
提
出
な
ど
を
義

務
付
け
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
住
民
紛
争
を
未
然
に
防

温
暖
化
対
策
は
待
っ
た
な
し

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
！

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団
　
橋
爪
　
明
子
　
議
員

５
Ｇ
移
行
に
向
け
携
帯
基
地
局
設
置

は
条
例
で
情
報
公
開
を
可
能
に

無
会
派
　
根
本
　
祥
子
　
議
員

利
便
性
だ
け
が
強
調
さ
れ
る

５
Ｇ
の
性
能（
総
務
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

再
開
が
待
た
れ
る

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
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一
般
質
問
の
要
旨

住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
範

囲
で
参
加
す
る
避
難
訓
練
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

経
営
企
画
部
長　

確
か
に
災

害
時
に
必
要
な
情
報
を
確
実

に
伝
達
し
、
市
民
の
皆
様
に

は
正
確
な
情
報
を
取
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。
来
年
度
以
降
の
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

※
こ
の
他
に
、
移
住
促
進
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

で
、
全
て
が
テ
レ
ワ
ー
ク
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

が
、
例
え
ば
出
先
か
ら
本
庁

に
集
ま
る
の
で
は
な
く
テ
レ

ビ
会
議
を
行
う
な
ど
、
新
し

い
仕
事
の
進
め
方
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

市
役
所
の
回
線

に
つ
い
て
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

上
、
神
奈
川
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
を
利
用
し
て

い
る
。
電
子
会
議
の
必
要
性

は
認
め
ら
れ
て
お
り
、
同
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
を
介

し
た
内
部
情
報
パ
ソ
コ
ン
や

Ｗ
ｉ⊖

Ｆ
ｉ
で
接
続
さ
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
一

定
の
制
限
を
か
け
利
用
で
き

る
よ
う
検
証
を
進
め
て
い
る
。

災
害
対
策
は
遅
滞
な
く

問　

来
年
度
避
難
訓
練
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
踏
ま
え

て
の
実
施
と
な
る
よ
う
だ

が
、
従
来
型
に
こ
だ
わ
ら
な

い
、
例
え
ば
大
阪
８
８
０
万

人
訓
練
の
よ
う
に
、
災
害
情

報
を
メ
ー
ル
配
信
で
伝
達
し

今
一
歩
踏
み
込
ん
で

企
業
誘
致
を

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
の
み

な
ら
ず
、
社
会
全
体
が
停
滞

す
る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。

社
会
の
転
換
期
と
し
て
捉

え
、
改
め
て
市
の
企
業
誘
致

の
方
針
を
変
更
し
、
あ
る
い

は
施
策
を
追
加
す
る
こ
と
は

あ
る
の
か
。

市
長　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

・
ズ
シ
・
ビ
ズ
の
一
つ
の
成

果
と
し
て
、
７
月
か
ら
逗
子

会
館
に
お
い
て
、
戸
田
建
設

が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

実
証
実
験
を
始
め
た
。
今
後

更
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
冊

子
の
作
成
及
び
Ｐ
Ｒ
業
務
、

施
設
整
備
補
助
金
な
ど
新
た

な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

組
み
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

積
極
的
に
テ
レ
ワ
ー
ク

の
導
入
を

問　

市
役
所
の
業
務
は
民
間

企
業
と
異
な
り
、
本
人
確
認

な
ど
様
々
な
制
約
が
あ
る
中

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
条
例
化
で
義
務
化

問　

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
対

象
と
な
る
開
発
事
業
計
画
は

１０
区
画
当
た
り
３
平
方
メ
ー

ト
ル
の
集
積
場
所
が
必
要
と

な
る
が
、
や
は
り
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
生
じ
る

可
能
性
の
あ
る
、
条
例
対
象

外
の
小
規
模
な
宅
地
開
発
や

共
同
住
宅
等
を
対
象
に
、
設

置
義
務
化
を
目
的
と
し
た
条

例
の
検
討
を
し
て
は
ど
う

か
。

市
長　

建
物
の
前
面
道
路
の

幅
員
等
の
立
地
条
件
、
戸
数
、

単
身
用
か
家
族
向
け
か
の
居

住
形
態
に
よ
る
ご
み
の
排
出

量
な
ど
相
当
違
い
が
あ
り
、

一
律
に
、
設
置
の
義
務
化
の

条
例
制
定
は
困
難
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
池
子
米
軍
基

地
問
題
、
路
上
利
用
（
オ
ー

プ
ン
テ
ラ
ス
）、歩
き
ス
マ
ホ

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

を
目
指
す
の
か
。

市
長　

何
よ
り
も
ま
ず
は
話

合
い
を
す
る
機
会
、
話
し
合

え
る
環
境
を
数
多
く
設
け
、

お
互
い
の
考
え
を
し
っ
か
り

と
理
解
、
構
築
で
き
れ
ば
、

解
決
策
、
そ
の
先
は
見
え
て

く
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー

₁₁
月
以
降
の
継
続
を
！

問　

逗
葉
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

は
１０
月
末
ま
で
の
開
設
と
な

っ
て
い
る
が
、
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
見
直
し
を
行
い
、

継
続
も
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。

市
長　

現
在
、
神
奈
川
県
に

お
い
て
、
県
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
の
来
年
３
月
ま
で
の

設
置
運
営
の
延
長
を
検
討
し

て
お
り
、
県
の
医
師
会
と
協

議
を
行
う
と
と
も
に
、
延
長

に
必
要
な
補
正
予
算
案
を
議

会
に
提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
、
逗
葉
Ｐ
Ｃ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
延
長
の
可
能

性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

逗
葉
医
師
会
と
の
連
携

信
頼
関
係
の
強
化
を
！

問　

９
月
に
開
催
さ
れ
た
総

合
的
病
院
誘
致
計
画
の
断
念

に
関
す
る
市
民
説
明
会
で
、

市
長
は
誘
致
断
念
の
大
き
な

原
因
が
、
行
政
が
地
元
医
師

会
の
頭
越
し
に
誘
致
活
動
を

進
め
、
信
頼
関
係
も
十
分
に

修
復
さ
れ
な
い
ま
ま
来
た
こ

と
に
あ
る
と
述
べ
た
。
地
域

医
療
、
在
宅
医
療
、
病
院
誘

致
の
検
討
な
ど
、
逗
葉
医
師

会
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
今

後
は
ど
の
よ
う
な
関
係
構
築

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、
発
想
の

転
換
に
よ
り
政
策
を
進
め
る
べ
き

真
・
無
所
属
の
会
　
飯
山
　
圭
一
　
議
員

総
合
的
病
院
誘
致
の
断
念
受
け
て

地
域
医
療
と
在
宅
医
療
の
構
築
を

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団
　
岩
室
　
年
治
　
議
員

令
和
元
年
度
総
合
防
災
訓
練

逗
葉
医
師
会
（
医
療
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）
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一
般
質
問
の
要
旨

予
定
で
あ
る
。

学
校
で
親
の
職
業
差
別
と

い
じ
め
を
許
す
な
！

問　

小
中
学
校
の
家
庭
環
境

調
査
票
の
記
載
項
目
が
ば
ら

ば
ら
で
あ
り
、
親
や
兄
弟
の

職
業
、
勤
務
先
の
記
載
事
項

も
一
定
で
な
い
。
個
人
情
報

の
保
護
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
昨
今
、
学
校
と
し
て
知

っ
て
お
く
べ
き
最
低
限
の
内

容
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

家
庭
環
境
調
査
票

は
任
意
の
書
類
で
、
教
育
委

員
会
に
提
出
を
求
め
て
い
な

い
。
市
議
会
６
月
定
例
会
後

の
校
長
会
で
、
調
査
票
か
ら

必
要
事
項
以
外
を
省
く
よ
う

各
学
校
に
検
討
を
依
頼
し
た

が
、
必
要
事
項
を
最
小
限
に

す
る
よ
う
改
め
て
促
し
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
総
合
的
病
院

誘
致
計
画
断
念
と
今
後
、
株

式
会
社
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

１１
％
減
、
葉
山
町
が
１２
％
減
、

逗
子
市
は
１３
％
減
で
あ
る
。

ご
み
の
減
量
化
に
努
力
し
た

逗
子
市
民
に
ど
の
よ
う
に
成

果
が
還
元
さ
れ
、
ま
た
ご
み

処
理
環
境
が
改
善
す
る
の
か
。

環
境
都
市
部
長　

ご
み
処
理

の
広
域
集
約
化
に
よ
り
、
広

域
エ
リ
ア
で
の
環
境
負
荷
の

低
減
と
ご
み
処
理
経
費
の
削

減
が
図
ら
れ
、
将
来
的
に
、

葉
山
町
が
本
市
の
生
ご
み
を

受
け
入
れ
、
本
市
の
焼
却
廃

炉
後
は
、
可
燃
ご
み
を
鎌
倉

市
の
中
継
施
設
に
搬
入
す
る

財
政
状
況
見
込
み
は
早
め

に
市
民
に
周
知
せ
よ
！

問　

今
定
例
会
で
市
長
は
、

財
政
調
整
基
金
の
見
込
み
や

今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い

て
答
弁
を
し
た
が
、
多
く
の

市
民
に
情
報
不
足
に
よ
る
不

安
が
残
っ
て
い
る
。
改
め
て

考
え
を
伺
う
。

市
長　

ま
ず
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基

金
へ
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
減

少
し
た
財
政
調
整
基
金
を
、

今
年
度
当
初
の
積
立
額
、
１２

億
円
程
度
に
増
や
し
て
い
き

た
い
。
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策

の
た
め
に
も
安
定
的
に
財
政

調
整
基
金
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
が
危
機
に
対
す
る
備
え

で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
て
、

慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

市
民
へ
の
還
元
あ
っ
て
の

ご
み
処
理
広
域
化
！

問　

実
施
計
画
に
よ
れ
ば
、

市
民
１
人
当
た
り
の
ご
み
排

出
量
の
平
成
２４
年
度
と
２９
年

度
の
比
較
で
、
鎌
倉
市
が

市
民
へ
の
情
報
伝
達
は
、
迅
速
に

分
か
り
や
す
く
、
正
確
、
丁
寧
に
！

自
民
党
逗
子
市
議
団
　
八
木
野
　
太
郎
　
議
員

民
間
委
託
拡
大
で
財
政
長
期

安
定
化
を（
容
プ
ラ
処
理
施
設
）

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
性犯罪に関する刑法規定の見直しを求める意見書

　性犯罪は、被害者の人格や尊厳を著しく侵害し、
心身に重大な後遺症を残す深刻な犯罪である。そ
の悪質性、重大性に対して、これまでの刑法の規
定では不十分であるという声の高まりを受け、平
成２９年６月の刑法改正において、性犯罪に関する
規定の見直しが行われた。しかし、平成３１年３月
には、娘に性的虐待を行っていた父親が、被害者
の同意のない行為だと認定されながらも、抵抗不
能な状態であったと認定することはできないなど
として、無罪とされる判決が相次ぎ、現行の規定
のもとでは被害の実態に即した対処が行われてい
るとは言い難い状況である。
　平成２９年の刑法改正においては、近年の性犯罪
の実情等に鑑み、事案の実態に即した対処をする
という改正法の趣旨を踏まえた対応について、政
府及び最高裁判所に格段の配慮を求める附帯決議
が衆参両院で採択され、また改正法の附則におい
ても、施行後３年を目途として施策の在り方を検
討し、必要があると認めるときは所要の措置を講
ずることとされている。
　よって、逗子市議会は国に対し、この趣旨を尊
重し、被害の実情に即した性犯罪に関する刑法規
定の見直しについて、次の事項を踏まえた上で取

り組まれることを強く要望する。
１�　心理学的・精神医学的知見等についての調査研
究データや性犯罪等被害の実態調査結果等を早急
にとりまとめ、規定の見直しに反映させること。
２�　実態調査に基づいた不同意の性行為を刑法に
位置付けること。
３�　地位関係性を利用した性犯罪の規定を設ける
こと。
４�　現行では軽犯罪法又は迷惑防止条例等によっ
て対応されている盗撮行為を刑法に位置付ける
こと。
５�　子供や障がい者など、社会的弱者が被害者と
なった事案について、司法面接制度を関連法に
位置付けること。
６�　平成２９年改正時の国会附帯決議の内容を遺漏
なく実施し、必要に応じて運用を見直し、次期
法改正に反映させること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を
提出する。

　令和２年９月３０日� 逗�子�市�議�会



三　校

令和2年12月1日　  第１５３号ず し 市 議 会 だ よ り15

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました
婚外子差別撤廃のための戸籍法改正を求める意見書

　２０１３年９月４日、最高裁大法廷は、１４名の裁判
官全員一致で、民法第９００条第４号ただし書前段の
婚外子の法定相続分を婚内子の２分の１とする民
法の規定を憲法違反と決定した。既にこの規定は、
同年１２月の臨時国会で改正され、発効している。
　同年９月２６日に最高裁第一小法廷は、戸籍法第
４９条第２項第１号の規定を合憲と判断したが、そ
の判決内容は、違憲とまでは言えないと述べては
いるものの、この規定が事務処理上必要不可欠と
は言えないと明言している。加えて立法において
見直すべきという補足意見も付されており、決し
て現状を是としたものではない。
　更に近年、諸外国でも婚外子差別の撤廃が進み、
嫡出子、嫡出でない子の区別自体が、子供への不
当な差別であるとして、婚外子を意味する言葉を
削除する法改正が進んでいる。我が国の戸籍法の
この規定は、既に改正された相続分差別規定とと
もに、国連人権諸機関から繰り返し法改正を勧告
され、婚外子の人権尊重のために、一刻も早い法
改正が望まれている。
　もともと、戸籍の続柄欄に出生順に序列をつけ
た記載をしていたのは、家督相続の順序を明確に

するためのものであり、現在では必要のないもの
である。したがって、婚外子差別の要因を除去し、
戸籍実務上不要な事項を廃止して事務を簡素化す
るためにも、続柄欄を廃止することは極めて合理
的である。
　よって、逗子市議会は国に対し、次の事項が実
現されるよう要望する。
　
１�　戸籍法第４９条第２項第１号を削除し、出生届
における、嫡出子、嫡出でない子の別の記載欄
を廃止すること。
２�　戸籍法第１３条第４号及び第５号の規定を改正
し、戸籍の実父母との続き柄及び養父母との続
き柄を廃止し、続柄廃止に伴い性別を明らかに
する必要がある場合は性別欄を設けるよう改正
すること。
　
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を
提出する。
　

　令和２年９月３０日� 逗�子�市�議�会

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症が世界的にまん延し、
我が国は、戦後最大の経済危機に直面している。
地域経済にも大きな影響が及び、本年度はもとよ
り来年度においても、地方税・地方交付税など一
般財源の激減が避けがたくなっている。
　地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・
減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への対応は
じめ、長期化する感染症対策にも迫られ、地方財
政は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳し
い状況に陥ることが予想される。
　よって、逗子市議会は国に対し、次の事項が実
現されるよう強く要望する。
１�　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地
方交付税などの一般財源総額を確保すること。
その際、臨時財政対策債が累積することのない
よう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財
源を確保すること。
２�　地方交付税については、引き続き財源保障機
能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できる
よう総額を確保すること。
３�　令和２年度の地方税収が大幅に減収となるこ
とが予想されることから、思い切った減収補填

措置を講じるとともに、減収補填債の対象とな
る税目についても、地方消費税を含め弾力的に
対応すること。
４�　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方
税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税
の政策税制については、積極的な整理合理化を
図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・
緊急性を厳格に判断すること。
５�　とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重
要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見直
しは、土地・家屋・償却資産を問わず、断じて
行わないこと。先の緊急経済対策として講じた
特例措置は、臨時・異例の措置として、やむを
得ないものであったが、本来国庫補助金などに
より対応すべきものである。よって、今回限り
の措置とし、期限の到来をもって確実に終了す
ること。
　
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を
提出する。
　
　令和２年９月３０日� 逗�子�市�議�会
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少人数学級の実現を求める意見書
　新型コロナウイルス感染症対策として全国的に約３か
月間にわたる学校の休業は、子供たちの心と教育に大き
な影響を与えており、学校再開後の子供たちの不安を受
け止める手厚い教育が求められている。しかし、実際に
は、学校再開後の一時期だけ分散登校が実施され、現
在は通常授業に戻っている。
　７月３日に全国知事会など地方三団体が、現在の４０
人学級では、感染症予防のために児童・生徒間の十分
な距離を確保することは困難であるとして、少人数学
級の実現に向け、教員の確保が是非とも必要であると
求めた提言を発表した。更に文部科学大臣も、少人数
の有効性を深堀りしたいと義務教育標準法の見直しに

前向きな発言をしている。ＯＥＣＤ加盟国の中で、日
本の教育予算水準は最低となっている。そのため教員
の配置を大幅に増やし、学校の感染症予防と子供に寄
り添う行き届いた教育環境をつくるべきである。
　よって、逗子市議会は国に対し、義務教育全学年の
少人数学級を早急に実現されるよう要望する。
　
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出
する。
　

　令和２年９月３０日� 逗�子�市�議�会

真・無所属の会（松本寛議員・飯山圭一議員）議員の報酬差押えの
早期解決と猛省を求める決議

　横浜地方裁判所から逗子市に対し、２０１９年６月に議
員報酬の差押命令書が到達し、その後、市職員１名が
供託手続の準備に１日、毎月の支給日に半日を使い市職
員２名が銀行、法務局、裁判所に赴き、供託手続を行
ない、行政事務を割く対応が１年以上も続けられている。
　２０２０年９月８日、議長から議会運営委員会に対し、
市議会議員が報酬差押えを受けている事実が報告され、
各会派は該当する議員はいないことを明らかにした。
しかし、真・無所属の会だけが、プライバシー問題を
理由に説明を拒んだ。そして、国民健康保険料など滞
納の疑念も生じ、議長による当該会派への事情聴取が
決められた。
　９月２５日の議会運営委員会では、議長が本人からの
聴取を行ない、本人から「大変迷惑をかけ、申し訳ない」

と謝罪があったことが報告された。ところが、会派の
代表である松本寛議員からは「会派として謝らなけれ
ばいけない立場ではない」と開き直り、責任がない姿
勢の一点張りであった。
　市議会議員は、市民に対する説明責任と高い倫理性
が求められ、会派は所属議員の議会運営上の行為につ
いて責任を持つことが求められている。
　よって、逗子市議会は、真・無所属の会に対し、議
員報酬差押え問題について猛省し、早期解決と市民へ
の説明責任を果たすことを求めるものである。
　
　以上のとおり決議する。
　
　令和２年９月３０日� 逗�子�市�議�会

今定例会で可決した意見書・決議を関係機関に送付しました
国勢調査での同性カップルの取扱いに関する意見書

　国勢調査のデータは人口、世帯、住宅、就労状況等人々
の暮らしぶりの基礎となる情報で政策決定の基礎情報
として使用されるのはもちろん、民間企業のマーケティ
ング調査の基礎情報や学術研究、選挙区別国会議員定
数算定にも使用されている。
　このような重要な情報において１９２０年以来、法律上
の夫婦ではない内縁・事実婚の男女カップルは婚姻とし
て回答し合算されている一方で、同性カップルの情報が
未公開にされている状況は国勢調査が大切にしているデー
タによる正確な状況の把握という姿勢にも反しており、
それは当事者が不利益を被るにとどまらず、日本全体と
しての問題である。
　逗子市でも２０２０年４月からパートナーシップ宣言証
明制度が実施され、同性カップルが安心して暮らせる
社会の実現に向けた取組がされているが、この国勢調
査の集計と発表の現状は、同性カップルの生活実態を
把握する貴重な機会を逸することになりかねない。
　よって、逗子市議会は国に対し、次の事項が実現さ

れるよう要望する。
１�　国勢調査にて、長くエラー扱いあるいは他の親族
との同居世帯として集計されてきた同居同性カップ
ルを実体どおりに集計し、同性カップル世帯として
発表すること。
２�　未届けでも婚姻と回答・集計される男女の内縁・
事実婚のカップルと同等に２人の性別が同性、続き
柄が世帯主の配偶者と回答した世帯を、同性カップ
ル世帯として集計し発表すること。
３�　２０２０年の国勢調査だけではなく、近年２０１０年ごろ
からのデータも同様に集計して、これらの数値も合
わせて発表すること。
　
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出
する。

　
　令和２年９月３０日� 逗�子�市�議�会


